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　　　溶接棒の研究，危8は，昭和59年すなわち溶接棒部会大改組後の第8年度に

　　おける当技術委員会活動の諸成果を集録したも》）である。

　　　第8年度にむいては・技術委県会，は次の研究を行なった。

　　1。　G：r－Mo鋼とステンレス鋼の異材溶接に関する研究

　　Z　サブヤージド・アーク溶接用鋼ワイヤの使用性能に関する研究

　　5　深溶込み溶接棒の実用化に関する研究

　　　なむ，つぎの調査を進めた。

　　　i　鉄鋼の溶接と水素

　　　lj　溶接棒の優屠実状むよび将来性

　　　さらに3っぎの諸作製に努めた。

　　　　a　溶接部むよび欠陥の標準写真集

　　　　b　超高張力鋼用溶接棒のWES規格康案

　　　　C　モリブデンむよびク・ム・モリブデン鋼被覆アーク溶接棒の」工S原

　　　　　案・また・労働省から「低水素系溶接棒の使用による障害問題」につい

　　　　　て日本溶接協会に諮問があり，当技術委員会がその答申案を作製した。

　　　本報告にはこれらの諸内容が整理し記述されている。

　　　国際溶接会議（Lエ．W．）むよび臼本熔接会議（孔LW．）の第2分科会（

　　・アーク溶接）は，溶接棒および溶接機器に関する討議を主として行なつている

．　　が，前者の討論が大部分である。当技術委員会はこの」．エ．W．第2分科会とも

　　連絡協力して研究調査を進め，海外との文化交流にも寄興している。

　　　溶接俸部会のメンバーたる棒製造会社より選出された委員，棒を需要する諸

　　会社むよび公社，官公私立の大学’または研究所よりの委員が多数加わり，当技

　　術委員会が構成されているのであるが，これら多数委員の熱心にして誠意ある

　　協力によつて多大の成果が得られ，こ＼に本報告が集成されたことを，私は深

　　く喜んでいる。これが，関係諸会社の技師または研究者のみならず広く溶接工

　　業界の人々に被見されて，溶接棒の製造むよび実用上の発展が促進されるなら
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ば誠に幸である。
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溶接棒部会技術委員会の活動の概要

　昭和59年度にかける溶接棒部会技術委員会は，つぎの主要研究テーマを設けて研究を行なつた。

（1）　Cr－Mo鋼とステンレス鋼の異材の溶接継手に関する研究

　　石油・火力発電関係の装置の製造工程にかいて異種材の溶接を必要ξする場合が多くなつてき

　た。この問題に関し・本部会にかいて各種の試作棒を用いて一連の試験を行ない，適正な溶接棒

　壽よび施工法の研究を行なつている。（昭和40年度も継続）
o

（2）　サブマージドアーク溶接用鋼ワイ．ヤの使用性能に関する研究

　　Siが0，05～0，50％をふくませたサブマージド溶接用ワィヤの使用・は，国によつてかなり

　差がある。一方siは強力な脱酸剤で，これを使用ずることによつて，溶接部の性能の改善が期

　待できる。そこでsi量の異なるワィヤと種種のフラツクスを組合わせた溶接部の諸性能につい

　て研究し，Si入リワィヤが有利となる条件について検討を行なつている。（昭和40年度継続）

（3）　深溶込み溶接棒の実用化に関する研究

　　ヨーロッバ諸国で使用されていると云われている深溶込み溶接棒について研究し，その実用

　化をはかることになつた。しかし，現段階では・溶接棒の性能（特にビード外観）と溶接工璽訓

　練などに問題があり，ヨーロツパ諸国でも漸滅の傾向があるだめ，本年をもつて研究を打切つた

（4）　鉄鋼の溶接と水素に関する調査

　鋼の溶接におよぼナ水素の影響について，既存の文献を調査し，その整理を行ない・本年度を

　もつて調査を終了した。

（5）．溶接棒の使用実状および将来性の調査

　現在生産されている溶接棒（自動，半自動をふくむ）が各産業界に沿いてどのように使用され

　将来どのような溶接棒が要求されるかについて調査し，溶接棒メーカーの今後の研究方向を決め

　るのに参考となる資料を作製する。（昭和40年度も継続）

（6）　溶接部沿よび欠陥の標準写真集の作製

　溶接部の組織かよぴ欠陥に対ナる正しい知識をもつために，写真集を作製する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40年度も継続）

（7）超高張力鋼用溶接棒のW　E　S規格の作製
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　　最近70晦／磁～100晦／初級の高張力鋼がタンクやペンストツクに使用され，この鋼板
　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　ぴ　　　　ヨマ　ド　　　に　ノロ規格がW　E　Sとして定められだ‘そ乞ゼこれk対応すお溶接棒窺格の作製が必要となり，昨年度

まで 糊溶鰍対するワレ麹研究を参考と嘩鰍関するW輔案を作製
した。

　これらのテーマについては，いずれも分科会を設ケて，活発に研究が行左われてかり，これら

の研究の結果の大部分は・中間報告あるいは最終報告としてζの報告書に掲載してある。紙面の

関係で掲載されてないものは，次隼度の報告書で載録ナる予定である。

　昭和58年度・本委員会特殊棒分科会で行なわれた研窒は・耐磨耗実物実撃など単独の棒メー

カーでは到底行ない得ない貴重奉実験を行なつた。今回の報告書には・この最終報告書全文を掲

載ずることにした。

　この技術委員会峠国際済接会議（1エW）の日本の紹織のrつであるJ　I　W第2委員会と時々

合同で会議を開き，、」エW第2委員会の調査研究部門の門部を分担してむり，この技術委員会で

行なわれた研究のある部分は，国際溶接会議に報告されている。

　工業技術院から溶接関係のJ　I　s原案の作製が委託され，本年度この委員会内に分科会を設け

次のJ　I　S原案が作ら’れた。

　モリ7デンおよぴク白ムモリブデン被覆アーク溶挺棒

　また僚水素系溶接棒の使用による障害問題について労働省から日本溶接協会へ諮

問があり，この技術委員会内に分科会を設け答申案を作製したム

　以上の事項については，一いずれもごの報告書内に記載されている。
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